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第
49
回
近
畿
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会
京
都
大
会
が
令
和
６

年
７
月
14
日
㈰
、
国
立
京
都
国
際
会

館
に
お
い
て
、
近
畿
地
区
各
府
県
市

よ
り
約
１
，
１
０
０
名
（
滋
賀
県
参

加
者
１
６
６
名
、
参
加
校
37
校
）
の

会
員
の
現
地
参
加
と
、１
１
２
校（
滋

賀
県
参
加
６
校
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
不
易
流
行
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
、
記
念
講
演
で
は
辻
井
い
つ
子

氏（
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻
井
伸
行
氏
の
母
）

が
「
子
ど
も
の
才
能
の
見
つ
け
方
、

伸
ば
し
方
」
を
演
題
に
素
晴
ら
し
い

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
会

式
で
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
で

は
最
優
秀
賞
に
虎
姫
高
等
学
校
が
、

感
謝
状
贈
呈
で
は
前
回
大
会
、
滋
賀

大
会
実
行
委
員
長
の
那
須
康
一
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

高P連　会長

前川　久幸
（石山高校　会長）
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催
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平
素
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
24
年
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
自

然
の
脅
威
を
目
の
当
た
り
に
し
た
年

で
し
た
。

　

被
災
さ
れ
ま
し
た
方
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

24
年
12
月
、
学
習
指
導
要
領
の
全

面
改
定
が
文
部
科
学
大
臣
よ
り
中
央

教
育
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
情
勢
を
反
映
し
た
約
10
年
に
１

度
改
定
が
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
子
ど
も
を
ど

う
増
や
す
か
に
力
点
を
置
い
た
形
で
、

学
校
現
場
の
創
意
工
夫
を
促
し
、
子

ど
も
の
主
体
性
を
伸
ば
す
こ
と
が
狙

い
の
よ
う
で
す
（
22
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

が
実
施
し
た
学
習
到
達
度
調
査
で
は
、

自
分
で
勉
強
を
進
め
る
こ
と
へ
の
自

信
を
示
し
た
指
標
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
中
、
最
下
位
）。

　

子
ど
も
自
身
の
成
長
に
お
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
上

で
も
、「
主
体
性
」
は
と
て
も
重
要

な
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
向
か

う
き
っ
か
け
創
り
は
、
わ
れ
わ
れ
大

人
が
様
々
な
形
で
提
供
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｐ 

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ

（
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
）を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　

10
月
に
近
畿
地
区
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
役
員
会
に
出
席
し
、
日
本
ペ
ッ
プ

ト
ー
ク
普
及
協
会
の
桑
野
先
生
の
講

演
を
拝
聴
し
ま
し
た
（
演
題
：
言
葉

を
変
え
る
と
心
が
動
く
！
相
手
を
伸

ば
す
言
葉
か
け
、
言
葉
で
し
あ
わ
せ
、

子
ど
も
と
共
に
育
つ
）。

　

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
と
は
、
ア
メ
リ
カ

の
ス
ポ
ー
ツ
界
で
生
ま
れ
た
試
合
前

に
監
督
が
選
手
に
送
る
激
励
の

シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
で
す
。
や
る
気

に
さ
せ
る
肯
定
的
な
言
葉
は
、
ス

ポ
ー
ツ
現
場
だ
け
で
な
く
、家
庭
、学

校
、
職
場
な
ど
幅
広
く
活
用
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
で
す
。

　
「
結
果
」
の
指
示
で
は
な
く
、「
行

動
」
を
伝
え
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

　

皆
様
も
ご
存
知
の
、
23
年
Ｗ
Ｂ
Ｃ

決
勝
戦
前
の
大
谷
選
手
の
言
葉
「
憧

れ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
誰
も
が

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
選
手
た
ち
が
い

る
と
思
う
の
で
す
が
、
憧
れ
て
し

ま
っ
た
ら
越
え
ら
れ
な
い
ん
で
。
今

日
一
日
だ
け
は
、
彼
ら
へ
の
憧
れ
を

捨
て
、
勝
つ
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
！
」
は
大
谷
選
手
の

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
で
す
。

　

自
分
の
引
き
出
し
の
ひ
と
つ
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
ス

キ
ル
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の「
主
体
性
」を
引
き

出
す
ス
キ
ル
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

各
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
か
ら
、
令

和
７
年
度
に
向
け
て
の
教
育
予
算
充

実
に
関
す
る
ご
要
望
を
お
預
か
り
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

９
月
に
県
庁
を
訪
問
し
、
県
教
育

長
に
要
望
事
項
を
説
明
、
意
見
交
換

を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
県
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
滋
賀
県
公
立
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）
を
ご
参
照
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
教
育
現
場

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
先
生
方
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
と
共
に
引
き
続

き
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、

成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
へ
び
年
。
脱
皮
し
て
成
長

し
て
い
く
年
、
実
を
結
ぶ
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

三
方
よ
し

三
方
よ
し--

Ｖｅｒ
４

Ｖｅｒ
４--
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湖
　
北

湖
　
北

幹 

事
校
：
長
浜
北
高
等
学
校

タ  

イ
ト
ル
：「
湖
北
地
区
の
産
業
を
知

る
」
～
湖
北
地
域
で
働
く
魅
力
あ

る
企
業
と
未
来
～

日 　

程
：
令
和
６
年
10
月
19
日
㈯

13
時
～
15
時

場 　

所
：
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー　
フュー
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

参 

加
者
：
26
名
（
保
護
者
14
名　

教

員
12
名
）

協 　

力
：
長
浜
市
産
業
観
光
部　

米

原
市
ま
ち
整
備
部　

長
浜
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
協
議
会

内 　

容
：
①
数
字
で
見
る
湖
北
地
域

の
産
業
の
現
状
（
長
浜
市
産
業
観

光
部
お
よ
び
米
原
市
ま
ち
整
備
部

の
方
）
②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

ゲ 

ス
ト
：
日
本
ソ
フ
ト
開
発
㈱
：
情

報
・
サ
ー
ビ
ス　

扶
桑
工
業
㈱
：

機
械
・
金
属　

㈱
住
文
：
観
光
・

料
飲
食　

㈱
材
光
工
務
店
：
建

設
・
不
動
産　

長
浜
信
用
金
庫
：

金
融

テ
ー
マ
（
一
部
）

・ 
各
種
業
界
ご
と
の
全
体
的
現
状
と

湖
北
に
お
け
る
展
望
に
つ
い
て　

・ 
各
業
界
に
お
け
る
特
有
の
業
務
に

つ
い
て

・ 

地
域
で
働
く
魅
力
に
つ
い
て

・ 

会
社
が
希
望
す
る
人
材
に
つ
い
て

　

テ
ー
マ
に
添
っ
て
参
加
者
か
ら
の
質

問
を
随
時
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
し
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
行
っ
た
。

湖
　
東

湖
　
東

　

11
月
30
日
㈯
に
幹
事
校
で
あ
る
彦

根
工
業
高
校
で
開
催
さ
れ
、
総
勢
50

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
の
研
修
会
は
湖
東
地
区

の
５
つ
の
高
校
に
よ
る
研
修
会
で
す
。

　

今
年
は
、
彦
根
工
業
高
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
彦
根
翔
西
館
高
校
の
研
修

部
長
か
ら
各
学
校
の
取
組
み
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

彦
根
工
業
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

志
連
様
は
、
学
校
行
事
の
様
子
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
後
援
会
合
同
の
研
修
旅
行
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

明
け
と
な
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
意
義
や

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
彦
根
翔
西
館
高
校
の
研
修
部

長
小
嶋
様
か
ら
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の

特
徴
や
楽
し
く
参
加
し
て
良
か
っ
た

と
思
え
、
負
担
感
の
少
な
い
組
織
作

り
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
内
容
で

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
と
し
て
滋
賀
県
教
育

委
員
会
事
務
局　

幼
小
中
教
育
課
児

童
生
徒
室
主
幹
の
北
村
武
司
先
生
に

よ
る
「
県
内
の
生
徒
指
導
に
か
か
る

諸
課
題
」
と
い
う
題
名
で
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

　

公
立
小
中
学
校
お
よ
び
県
立
高
校

に
お
け
る
暴
力
行
為
の
発
生
件
数
は

過
去
最
多
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
県
内
で
の
い
じ
め
の

総
認
知
件
数
は
、
１
２
０
０
０
件
に

も
及
ぶ
が
、
各
校
が
い
じ
め
の
早
期

発
見
に
努
め
、
積
極
的
に
認
知
を
行

い
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
主
な
要
因

で
あ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
長
期
欠
席
者
数
や
中
途
退
学

者
は
全
国
平
均
よ
り
も
低
い
が
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
関
係
団
体
と
協
働
の
大
切
さ

を
講
演
さ
れ
大
変
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

中
　
央

中
　
央

幹
事
校
：
八
日
市
高
等
学
校

日　

時
：
令
和
６
年
11
月
16
日
㈯

会　

場
：
八
日
市
高
校　

会
議
室

内　

容
：

◯
開
会
挨
拶

　

 

滋
賀
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会　
　

副
会
長　

鹿
城　

律
人

　

八
日
市
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

会
長

竹
内　

基
恭

◯ 

実
践
報
告　

地
区
内
６
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
よ
り
活
動
報
告

◯ 

講　
　

演　
「
高
校
生
が
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
?!
～
事
例
と
対
処
方

法
を
し
っ
か
り
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
～
」

　

 

県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー　

消
費

者
教
育
支
援
員　

國
田　

宣
子
氏

◯ 

閉
会
挨
拶　

八
日
市
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ　

副
会
長�

囬
渕 　

宏
治

　

中
央
地
区
研
修
会
は
、約
30
名（
６

校
）
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
１
校
は
創
立
記
念
式
典
と
重
な
り

欠
席
）

　

開
会
挨
拶
の
後
、
各
校
の
実
践
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
役
員
の
選
出
方

法
や
人
数
変
更
、
部
会
の
改
編
、
活

動
内
容
の
見
直
し
な
ど
、
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
な
が
ら
各
校
で
工
夫
さ

れ
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
費
者
教
育
支
援
員
の

國
田
宣
子
氏
よ
り
、「
高
校
生
が
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
?!
～
事
例
と
対
処

方
法
を
し
っ
か
り
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
～
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
若
者
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
は
S
N
S
を
き
っ
か
け
と
し

た
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、

身
近
に
か
つ
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
正
し
い
対
処
方

法
を
知
っ
て
お
き
、
親
子
で
話
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
具
体
的
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
、

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
報
告
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わ
る
事
な
く
、
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
っ
た
背
景
や
根
底
に
あ
る
物
は
何

か
を
考
察
し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
取
り
組
む
家
庭
、
学
校
、
地
域
で

の
具
体
的
な
対
策
な
ど
を
講
演
い
た

だ
い
て
、
大
変
意
義
深
い
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
も

活
発
な
も
の
と
な
り
、
会
場
全
体
が

一
層
深
い
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

草
津
東
、
水
口
東
両
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
に
よ
る
実
践
発
表
で
は
、
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
る
な
ど
し
て
、
活
動
を
通

し
て
子
供
た
ち
の
成
長
に
関
わ
る
こ

と
の
喜
び
と
と
も
に
、
取
組
が
会
員

に
と
っ
て
よ
り
楽
し
い
も
の
に
な
る

よ
う
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
さ
れ
て
い
る

様
子
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
、
実
践
発
表
と
も
に
、
大
変

有
意
義
な
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
研
修
会
は
、
湖
西
地
区

の
十
校
よ
り
74
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
び
わ
こ
成
蹊
ス

ポ
ー
ツ
大
学
の
武
田
哲
子
先
生
の
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
先
生
は
、
今
年

度
開
催
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

ヨ
ッ
ト
競
技
の
日
本
選
手
団
に
帯
同

さ
れ
、
ご
専
門
を
い
か
し
て
選
手
が

最
高
の
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
る
よ
う

に
食
事
指
導
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
日
々
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
お
り
、
情
報
が
氾
濫
す
る
社
会

の
中
で
、
不
確
か
な
そ
れ
に
振
り
回

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演
で
は
、

食
べ
も
の
を
正
し
く
摂
取
し
日
々
の

健
康
を
保
ち
、
大
事
な
場
面
で
最
大

限
の
力
が
発
揮
で
き
る
効
果
的
な
食

事
法
（
栄
養
学
）
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
効
果
的
な
タ
ン
パ
ク
質
の
摂

り
方
、
脳
を
働
か
せ
る
食
材
、
苛
々

感
の
軽
減
、
体
温
の
上
げ
方
、
活
動

前
の
補
食
の
摂
り
方
や
、
市
販
の
栄

養
補
助
食
品
の
活
用
等
、
今
か
ら
す

ぐ
に
活
用
で
き
る
身
近
な
題
材
が
多

く
、
参
加
者
も
興
味
を
も
っ
て
講
演

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
食
生
活
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
票
」

を
記
入
し
、
各
自
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
見
直
す
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
高
校
生
を
も
つ
保

護
者
の
質
問
が
多
数
出
さ
れ
、
充
実

し
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
研
究
発
表
で
は
、
東
大

津
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
高
島
高
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
活
動
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
両

校
と
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
動
に
戻

そ
う
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
地
道
に
実

施
さ
れ
て
い
る
様
子
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
一
部
入
会

辞
退
者
の
対
応
な
ど
が
よ
り
現
実
味

を
増
し
、
そ
れ
に
伴
い
役
員
選
出
の

困
難
さ
や
、
会
費
問
題
な
ど
課
題
を

確
認
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
保
護
者
同
士
の
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
や
、
会
員
に
よ
る
地

区
研
修
の
重
要
性
な
ど
も
再
確
認
を

し
閉
会
を
し
ま
し
た
。
爽
や
か
な
秋

晴
れ
の
日
に
、
和
や
か
で
た
め
に
な

る
半
日
を
一
緒
に
学
過
ご
せ
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。

湖
　
南

湖
　
南

幹
事
校
：
草
津
高
等
学
校

実
施
日
：
令
和
６
年
９
月
28
日
㈯

会　

場
：
野
洲
文
化
小
劇
場

内　

容
：

○
開
会
あ
い
さ
つ

　

・ 

滋
賀
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会事

務
局
長　

川
嶋　

典
明

○
講　

演

　

 「
ス
マ
ホ
時
代
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
」

　

・ 

一
般
社
団
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
研
究
会

研
究
部
長　

真
田　

穣
人

○
実
践
発
表

　

・
草
津
東
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長　

松
田　

純
子

　

・
水
口
東
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

会
長　

山
下　

英
隆

○
閉
会
あ
い
さ
つ

　

・
草
津
高
等
学
校

　

校
長　

北
川　

公
洋　

（
敬
称
略
）

　

湖
南
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
連
絡
協
議
会

は
、
約
70
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

高
Ｐ
連
・
川
嶋
典
明
事
務
局
長
に

よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
ま
ず
は
、
一

般
社
団
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

研
究
会
・
研
究
部
長　

真
田　

穣
人

先
生
に
よ
り
、「
ス
マ
ホ
時
代
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と
題
し
て
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト

や
ス
マ
ホ
の
怖
さ
を
知
る
の
み
で
終

わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

２
時
間
あ
ま
り
と
い
う
短
い
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
他
校
の
P
�T�

A
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

湖
　
西

湖
　
西

　

秋
晴
れ
の
10
月
５
日
㈯
に
、
湖
西

地
区
の
研
修
会
を
、
安
曇
川
高
等
学

校
の
幹
事
で
、
安
曇
川
高
校
視
聴
覚

室
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

会
行
事
で
は
、
会
場
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
水
艸
治
樹
氏
と
、
続
い
て
校
長

の
大
道
敏
喜
雄
先
生
か
ら
研
修
会
参

加
者
へ
歓
迎
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
で
は
、
び
わ
こ
成

蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
ス
ポ
ー
ツ
学
部
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
コ
ー
ス
准
教
授
で

あ
り
管
理
栄
養
士
の
武
田
哲さ
と

子こ

先
生

に
よ
る
「
現
代
高
校
生
に
送
る
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
学
を
活
用
し
た
食
生
活

の
す
す
め
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
休
憩
後
、
第
二
部
と
し
て
、
研

究
校
発
表
と
し
て
、
東
大
津
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
と
高
島
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
活
動
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
終
わ
り
に
、
閉
会
行
事
と
し
て
、

安
曇
川
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
舟
木
君

代
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

高
Ｐ
連
大
会
日
程

高
Ｐ
連
大
会
日
程

⑴　

第
50
回
近
畿
（
兵
庫
）
大
会

　

・
日　

程　

令
和
７
年７

月
13
日
㈰

　

・
会　

場　

ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ

　

・
参
加
費　

現
地
参
加

２
，
５
０
０
円

　

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加　

一
校 

７
，
０
０
０
円

⑵　

第
74
回
全
国
（
三
重
）
大
会

　

・
日　

程　

令
和
７
年

８
月
21
日
㈭
～
22
日
㈮

　

・
会　

場　

津
市
産
業
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
他

　

・
参
加
費　

現
地
参
加

７
，
５
０
０
円

　

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

一
校 

７
．
０
０
０
円

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度��

教
育
予
算

教
育
予
算

充
実
要
望（
報
告
）

充
実
要
望（
報
告
）

　

令
和
６
年
９
月
13
日
㈮
、
令
和
７

年
度
に
向
け
て
の
教
育
予
算
充
実
要

望
の
た
め
、
連
合
会
の
前
川
久
幸
会

長
、
鹿
城
律
人
副
会
長
、
志
連
正
樹

副
会
長
、
高
Ｐ
連
事
務
局
が
福
永
忠

克
教
育
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

重
要
要
望
と
し
て
①
充
実
し
た
図

書
館
活
動
を
行
う
た
め
の
図
書
館
整

備
費
の
十
分
な
予
算
配
分
、
②
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
等
の
I
C
T
教
育
環
境

の
充
実
（
校
内
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
環
境
の

整
備
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
補
助
・
教

材
購
入
補
助
）、
③
高
校
教
育
の
充

実
に
必
要
な
教
職
員
（
特
に
正
規
教

員
）
の
増
員
、
④
特
別
教
室
・
体
育

館
等
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
、
⑤
施

設
老
朽
化
や
環
境
衛
生
に
対
す
る
安

心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
確
保
を
お

願
い
し
、
併
せ
て
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
の
独
自
要
望
の
早
期
実
現
に
つ
い

て
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
「
充
実
し
た
図
書
館
活
動
を
行
う

た
め
の
図
書
館
整
備
費
の
十
分
な
予

算
配
分
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
約
２
，

０
０
０
万
円
の
予
算
を
必
要
に
応
じ

て
各
校
へ
配
分
し
て
い
る
。
読
書
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
「
司
書
」
の
方
の
有
効
な
活

用
や
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
環
境
整
備
」
に
つ
い
て
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て
は
保
護

者
の
方
に
ご
負
担
を
お
願
い
し
て
お

り
有
難
く
思
っ
て
い
る
。
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ

ｉ
環
境
に
つ
い
て
、
つ
な
が
り
に
く

い
箇
所
等
を
調
査
し
、
改
善
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
教
員
の
使
い
や
す

い
教
材
等
に
つ
い
て
も
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
。

　
「
高
校
教
育
の
充
実
に
必
要
な
教

職
員
の
増
員
」
に
つ
い
て
は
教
員
の

定
年
年
齢
が
昨
年
度
か
ら
延
長
さ
れ

て
人
数
が
読
み
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
高
校
は
専
門
の
教
科
が
あ
り
、

難
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
教
員
採
用

に
つ
い
て
の
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
。

　
「
特
別
教
室
・
体
育
館
等
へ
の
空

調
設
備
の
設
置
」
に
つ
い
て
は
特
別

教
室
等
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
で
き

る
限
り
進
め
て
い
き
た
い
が
、
体
育

館
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設

備
上
、
非
常
に
多
額
の
費
用
が
必
要

で
あ
り
、
有
効
な
方
法
が
な
い
か
現

在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
施
設
老
朽
化
や
環
境
衛
生
に
対

す
る
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
確

保
」
に
つ
い
て
は
、
各
校
の
事
情
に

応
じ
て
で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

　

県
と
し
て
、
各
高
等
学
校
の
特
徴

を
生
か
し
た
学
校
運
営
を
期
待
し
、

学
校
内
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
の

方
々
と
の
連
携
を
深
く
し
、
地
域
へ

の
貢
献
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
今
後
も
高
校

教
育
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
知
事
部
局
（
秘
書
課
）
や

県
議
会
、
教
育
総
務
課
、
教
職
員
課
、

幼
小
中
教
育
課
、
保
健
体
育
課
、
高

校
教
育
課
を
訪
問
し
、
要
望
書
を
提

出
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

第
２
回
滋
賀
県

第
２
回
滋
賀
県

高
Ｐ
連
評
議
員
会（
研
修
会
）開
催

高
Ｐ
連
評
議
員
会（
研
修
会
）開
催

　

令
和
６
年
11
月
８
日
㈮
、
第
２
回

評
議
員
会
が
彦
根
勤
労
福
祉
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
川
久

幸
連
合
会
長
お
よ
び
滋
賀
県
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課 

課
長 

濱

秀
樹
様
の
挨
拶
等
開
会
行
事
の
後
、

研
修
会
（
教
育
研
修
会
）
で
は
立
命

館
大
学
名
誉
教
授
・
近
江
兄
弟
社
高

等
学
校
長
の
春
日
井
敏
之
様
に
よ
る

「
あ
な
た
は
一
人
し
か
い
な
い
」
─

不
登
校
の
捉
え
方
と
未
然
防
止
・
初

期
対
応
─
と
題
し
て
の
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
・
報
告
・
連
絡
等
の
後
、

近
藤
敏
夫
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で

評
議
員
会
（
研
修
会
）
は
終
了
し
ま

し
た
。第第

7373
回回  

全
国
高
Ｐ
連

全
国
高
Ｐ
連

大
会
茨
城
大
会
開
催

大
会
茨
城
大
会
開
催

　

第
73
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
大
会
茨
城
大
会
が
令
和
６
年
８

月
22
日
㈭
・
23
日
㈮
、
茨
城
県
水
戸

市
を
中
心
に「
歴
史
の
町
で
変
革
を
」

～
新
た
な
時
代
が
目
に
入
ら
ぬ
か
～

を
テ
ー
マ
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

22
日
㈭
に
は
５
つ
の
分
科
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
熱
心

な
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
４

分
科
会
で
は
滋
賀
県
公
立
高
等
学
校

前
会
長
で
第
48
回
近
畿
地
区
高
等
学

校
P
T
A
連
合
会
大
会
滋
賀
大
会
会

長
の
炭
谷
将
史
氏
が
「
み
ん
な
で
考

え
よ
う
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
と
題

し
て
ご
講
演
を
さ
れ
、
そ
の
後
グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

23
日
㈮
に
は
全
体
会
が
開
催
さ
れ

開
会
行
事
・
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
記

念
講
演
で
は
二
所
ノ
関
寛
氏
（
第
72

代
横
綱 

稀
勢
の
里
）
が
「
人
材
育

成
の
不
易
流
行
」
と
題
し
て
の
ご
講

演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
閉
会
行
事
が
行
わ
れ
二
日

間
の
茨
城
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

編
集
後
記

　

令
和
６
年
度
の
連
合
会
事
業
も
ほ

ぼ
終
了
し
ま
し
た
。

　

近
畿
大
会
京
都
大
会
、
全
国
大
会

茨
城
大
会
へ
は
県
内
各
学
校
か
ら
多

く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
が
参
加
さ
れ
見

聞
を
広
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
県
内

５
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
研
修
会

も
今
回
の
広
報
紙
に
掲
載
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
各
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
幹
事
校

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　

年
が
明
け
て
令
和
７
年
最
初
の
理

事
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
行
事
予

定
、
役
員
校
等
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
今
年
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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